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利用・用途・応用分野

照明デバイス、イルミネーション、ＬＥＤ、電子機器用

目的・課題 解決ポイント

パターン化されたサファイア
基板ＰＳＳの作成法に関する。
サファイア基板上に作製した
ＬＥＤ素子の配光性の異方性
が少なく、光取り出し効率の
高い半導体の基板となる
サファイア加工基板PSSを

簡単かつ安価に製造すること
を課題とする。

次の３工程でPSSを作成する。

工程Ａ：サファイア薄板の一面に
金属を蒸着する。

工程Ｂ：次にサファイア薄板
を熱処理して金属を微
粒子状態とする。

工程Ｃ：微粒子状態の金属をマ
スクとしてサファイア薄

板一面をエッチング。
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簡単・安価な方法で、サファイア
基板上のランダムな位置に
先細の複数の凸起を設けることが
できる。
本発明に係るサファイア基板は
均一に且つ効率よく発光する
半導体素子の基板となるので

照明用途等として有用である。
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【本発明のサファイア基板製造工程図】

１ サファイア基板
２ 凸起
１００ サファイア薄板
１０２ 金属薄膜
１０３ 微粒子
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